
 

 

 
入 館 者 数 の 推 移　（2000年を百としたときの割合）
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入 館 者 22 万 人 達 成  
 

   福山市人権平和資料館は 1994 年 8 月 30 日にオープンし，今年の夏で開館 18 年が経過 

  しました。この間，児童・生徒の人権学習や地域の住民学習，団体研修の場として，多く 

の皆様にご利用いただきました。深く感謝しております。 

9 月 12 日には，福山市立西小学校 4年生 57 名の見学があり，入館者 22 万人を達成する 

  ことができました。数日後，学校から児童全員の感想文が寄せられました。 

「戦争は，みんなの命や幸せや笑顔をうばう」・「戦争は，にくしみと悲しみしか，生ま 

  れない」・「いじめは，ぜったいにしてはいけないんだと，あらためて感じました」・「人を 

大切にするのが人権だ，ということがわかりました」など，見学で感じたことが，子ども 

らしい表現で書かれていました。本当に，ありがとうございました。 

 

ここ数年の入館者の状況は，下図のように，年間 1万人前後を推移しています。入館者 

 の内訳を見ると，県内外の各種団体から定期的な見学が増えたことにより，一般入館者の 

割合が 6割近くになりました。また，毎年数校の中学校から修学旅行の見学もあり，当資 

料館の存在が，広く県内外の方々にも知られるようになったと考えています。 

これからも人権と平和の問題について，重要な情報を発信する施設として，内容の充実 

に努めてまいりますので，ご来館いただきますよう，よろしくお願い致します。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



企画展 「差別からの解放を求めて」 

… １２月２日（日）まで，延長して開催します … 

 

全国水平社結成 90 周年を記念した企画展 「差別からの解放を求めて」を，いま開催し 

  ています。これは「身分解放令」から水平社創立に至るまでの，県内各地で取り組まれた 

  解放運動を振り返るものです。広島県の運動の歴史を学ぶことができると好評で，地域の 

住民学習（４町内会）として，また県外からも団体研修として，多くの見学があります。 

  ■知らないとき，人は偏見
へんけん

や差別に動かされる （3 枚のパネルから） 

   明治維新は，日本が封建社会から近代社会へと発展していく出発点となった，政治的・ 

  社会的な大変革でした。維新政府は，幕藩体制から天皇制による中央集権体制を早急に確 

立するため，「廃藩置県（明治 4年 7月 14 日）」・「地租改正」・「徴兵制」・「学制の発布」・ 

「身分解放令（明治 4年 8月 28 日）」と，一連の近代化政策を，次々に打ち出しました。 

  ～～「廃藩
はいはん

置県
ち け ん

」と「武一
ぶ い ち

騒動
そうどう

」・「福山
ふくやま

騒 擾
そうじょう

」～～ 

   「武一騒動」は，「廃藩置県による藩主の引留め」（明治 4 年 8 月 4 日）を端に発生をし 
た，広島藩全域を巻き込んだ「百姓一揆」です。 
農民たちは，「割庄屋（わりじょうや）による涙金三千両の横領」・「耶蘇教（やそきょう）への改宗」・

「年貢が増えるという不安」・「女子 15 歳から 20 歳までの異人への売り渡し」などの流言 
飛語（りゅうげんひご）に揺り動かされ，一揆はまたたく間に県内全域に広がりました。そして 
8 月 27 日，尾道から上陸した維新政府の軍隊 3,500 名によって，武力鎮圧されました。 
 福山藩でも「武一騒動」と同様の流言飛語が広がり，騒動が発生します。しかしこちらは， 
藩が派遣した役人の「申渡書」による説得により，農民の「騒擾（そうじょう）」は数日で鎮ま 
ります。広島藩と福山藩の農民に見られる行動の違いは，どこから生まれたのでしょう。 

～～ 四民平等と啓蒙所
けいもうしょ

の設立 ～～ 

 明治 3 年，粟根村の医師 窪田次郎は，「すべての子どもに平等な教育」を理念に，啓蒙 
所の設立を福山藩に働きかけ，明治 4 年 2 月，深津村の長尾寺に啓蒙所が開設されます。 
「士農工商貧富を分たず，男女 7 歳以上 10 歳に至るまで，ことごとくこの啓蒙所に入れ， 
容儀を習わせ，文字算数を教え，その才智を培養せば… 」とあり，1 年後には，福山藩内 
に啓蒙所が 70 校設置され，生徒 2,758 人が学んでいました。 
 国民誰もが期待した明治の新しい姿が，ほんのわずかでも農民に伝わり，変革の動きを 
知ったことが，流言飛語に流されず，自分で判断し行動することにつながったのでしょう。 

 ～～「解放令
かいほうれい

」反対一揆 ～～ 

   明治 4 年 8 月 28 日，「賤称を廃し，身分職業とも平民同様たるべき事」との太政官布告 
  が出されました。閉鎖された農村社会にあって，農民が持つ新政府に対する不満は，扇動 

者によって「解放令反対」に向けられました。その結果，被差別部落 263 戸を焼き討ちし，

18 名を殺害するという悲劇を生みました。 
 いつの時代でも野心家が扇動する時は，多くの国民が持つ不満を巧みに操作し，攻撃の 

対象を弱い立場の人に向ける手法が使われます。 


